
富山県の黄砂の現況

2003.11.24
富山県環境科学センター

鳥山　成一

富山県高岡市の雨晴海岸から望む立山連峰（標高3,000m）

１　黄砂飛来の状況
（１）　富山県での黄砂飛来

富山　２００２．１１．１２　　出典：KNB放送
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立山アルペンルート開通
時の「雪の大谷」付近　

（出典：チューリップ 倶楽部）

（１９９０．５．１３　撮影）

　黄砂の飛来した雪　

（１９９０．５．１３　撮影）

立山室堂から望む

雪の大谷付近

　新雪　

（２００３．１０．３０　撮影）
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北京２００２．３．２１　　出典：人民日報

（２）中国での黄砂

 

10μｍ～２μｍ 
鼻から肺門まで 

２μｍ以下 
肺門から肺胞まで 

２　富山県では大気の浮遊粒子状物質
　　（１０μｍ以下）が環境基準をオーバー

黄砂粒子の粒径分布

　病気　　　　　　　「珪肺」、「塵肺」等　

- 53 -



昭和42年度　３局設置

（１９６７）

昭和45年度　テレメータ化

（１９７０）

平成4年度　　現システム開始

（１９９２）

平成１５年　～１７年　　更新中

（２００３～２００５）　

富山県
大気環境ネットワークシステム

一般環境観測局（２５局）自動車排出ガス観測局（６局）

浮遊粒子状物質測定装置
（DUST計）

局内の各種自動測定装置

送受信装置
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富山県環境科学センター
ホームページ

携帯電話でも公開中
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浮遊粒子状物質（粒径10μm以下）（ＰＭ１０）
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富山県内２５局の浮遊粒子状物質（２００２．４．８～４．１２）

（短期評価環境基準　　　　　　　　　　　　　　　）

SPM濃度の経日変化(一般環境観測局25局の平均値、最大値、最小値)
（網かけ部分は、富山気象台で黄砂が観測された日）
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富山県内２５局の浮遊粒子状物質（日平均値、最大値、最小値）

（２００２．３．１７～４．１８）

（長期評価環境基準　　　　　　　　　　　　　　　）
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「富山県環境白書」より

３　黄砂か否かの判断（区別）？

霧か、大気汚染によるスモッグか、黄砂か？

① 気象台の予報

② 後方流跡線解析

③ ライダー（レーザーレーダー）

④ NOAAなど各種衛星画像

⑤ 各種シミュレーションの予報
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後方流跡線解析

（２００２．４．１２　富山着）

（NOAA ARL 流跡線解析
システム「HYSPLIT」より）

ライダー（LIDAR）

（レーザーレーダー）

（２００２．４．１１～１５　長崎）

（国立環境研究所ライダーのホー
ムページより）

光散乱係数

偏光解消度
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読売新聞　２００２．４．１３

FY-１C（中国）衛星写真

（NPEC（環日本海環境協力センタ

ー）より）

黄砂の飛来
シミュレーション

九州大学応用力学研究所　ホームページより　　　　１９９６．４．１６～１８　黄砂
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黄砂シアトルまで飛来　１９９８．４．１０～２５　　　　　九州大学応用力学研究所　ホームページより　

黄砂の飛来シミュレーション

４　日本人が黄砂について知りたいこと
　

① 黄砂は何時来ているか？

② 中国の黄砂・砂嵐（浮塵・揚塵・沙塵暴）の歴史？

③ 黄砂粒子の粒径分布？

④ 黄砂粒子の主な組成？

⑤ 大気汚染物質は含まれていないか？

⑥ 海洋生物の栄養塩？

⑦ 農薬や化学物質は含まれていないか？

⑧ 微生物、細菌は含まれていないか？
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黄砂は何時来ているか？

出典：気象庁ホームページ

出典：気象庁ホームページ

黄砂は何時来ているか？
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出典：「大気水圏の
科学　黄砂」

中国の黄砂・
砂嵐の歴史？

５　富山県での黄砂調査及び研究

(1)　環境省黄砂実態解明調査
　　　日本での黄砂飛来の実態を統一した方法で行う。

　　　　　・黄砂成分、粒径分布の解明

　　　　　・黄砂飛来量の把握

　　　　　・黄砂飛来予測シミュレーションの確立

(2)　富山県での黄砂研究
　　　　　・富山県に飛来する黄砂の標高別の実態解明

　　　　　　　　①立山室堂（２，４５０ｍ）

　　　　　　　　②立山黄砂・酸性雨観測局（１，１８０ｍ）

　　　　　　　　　　（ライチョウバレースキー場山頂）

　　　　　　　　③富山県環境科学センター （１０ｍ）

　　　　　・農薬等化学物質の解明
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Ｈ15 年度黄砂実態解明調査 
国設札幌大気環境測定所(北海道) 
国設新潟巻酸性雨測定所(新潟県) 
国設立山酸性雨測定所(富山県) 
国設犬山酸性雨測定所(愛知県) 
国設松江大気環境測定所(島根県) 
福岡県保健環境研究所(福岡県) 
式見ダム酸性雨測定所(長崎県) 
国立環境研究所(茨城県) 

蘭州 

札幌 

新潟 
つくば 

立山(富山) 
犬山 

松江 

福岡 

長崎 

Ｈ15年度環境省黄砂実態解明調査

立山観測局

(標高1,180m)

立山室堂

(標高2,450m)

富山市

日本海

　
　

北
ア
ル
プ
ス
立
山
連
峰

環境科学
センター
(標高10m)

図　富山県での黄砂調査研究地点
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標高10m 

立山室堂 

逆転層 

立山連峰 (山頂：標高3,015m) 

富 山 平 野 

立山観測局 

黄砂 

図  富山県黄砂調査研究地点（標高別） 

日 本 海 
標高1,180m 

標高2,450m 

環境科学センター（小杉） 

新　立山黄砂・酸性雨観測局（ゴンドラスキー場山頂駅付近）
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終
富山県高岡市二上山から望む立山連峰
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